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■表紙の写真説明

７月号　目 次

２広報さつま３ 広報さつま

奥薩摩のホタル舟と二渡の

ホタル舟。

昨年より多くのホタルが見

られ、訪れた人は、幻想的

な光を楽しみました。

（関連記事  Ｐ14）

２　町長所信

６　インターネット選挙運動解禁
　

７　風しんの任意予防接種費用
　　を助成します

８　まちのニュース

22　がんばれスポーツ少年団

18　くらしの情報

17　保険証の更新方法が変わります

16　まちの歴史探訪

24　人・夢
　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

平成25年６月定例議会で日髙町長は、「町政運営に

対する所信」を述べました。

今回はその概要を一部お知らせいたします。

なお、全文は本町ホームページにて紹介しています。

平成25年６月定例議会で日髙町長は、「町政運営に

対する所信」を述べました。

今回はその概要を一部お知らせいたします。

なお、全文は本町ホームページにて紹介しています。

日
髙
町
政

　

２
期
目
の
所
信

日　髙　政　勝
さつま町長

　

２
期
目
の
４
年
間
は
、
今
ま
で
の

４
年
間
の
単
な
る
延
長
線
上
で
仕
事

を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

を
含
め
、
心
機
一
転
「
非
連
続
の
改

革
」
の
言
葉
ど
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

流
れ
も
素
直
な
目
で
見
直
す
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

縦
割
り
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
枠
を
超
え

た
横
断
的
な
連
絡
会
議
の
設
置
や
一

定
の
振
興
方
策
の
検
討
、
推
進
な
ど

総
合
調
整
を
行
う
専
任
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
設
置
し
て
、
基
幹
産
業
と
し

て
の
農
林
業
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
と
連
携
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
米
、
梅
、

た
け
の
こ
な
ど
「
薩
摩
の
さ
つ
ま
」

の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
図
り
、
関
東
、

関
西
地
域
等
の
消
費
圏
域
で
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
行
い
な
が

ら
販
売
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
定
農
業
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
規
就
農
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
確
保
及
び

集
落
営
農
の
育
成
を
図
る
た
め
包
括

的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
地
の
適
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
管
理
と
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
の
有
効
利

用
を
促
進
し
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と

発
生
防
止
を
推
進
す
る
た
め
、
町
の

単
独
事
業
と
し
て
農
用
地
利
用
集
積

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
つ
ま
町
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

誇
れ
る
特
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　

品
づ
く
り
の

た
め
、
生
産
性
向
上
と
定
着
化
（
種

苗
等
助
成
）
に
か
か
る
支
援
を
行
い

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
良
雌
牛
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
留
・
導
入

促
進
や
肥
育
素
牛
導
入
促
進
、
畜
産

基
盤
再
編
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
多

頭
飼
育
農
家
へ
の
飼
料
生
産
基
盤
や

畜
舎
等
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。
簡

易
牛
舎
に
対
す
る
補
助
金
増
額
や
、

粗
飼
料
等
自
給
飼
料
確
保
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ご
し
ま
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
用
林
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
対
策
事

業
等
の
導
入
と
併
せ
、
竹
林
整
備
支

援
事
業
に
よ
る
た
け
の
こ
生
産
竹
林

や
作
業
道
の
整
備
を
促
進
し
、
一
大

産
地
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
薩
摩
西
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
」
を
始
め

と
す
る
、
町
内
で
生
産
さ
れ
る
優
れ

た
農
産
物
に
よ
る
地
域
特
産
品
の
六

次
産
業
化
を
強
力
に
推
進
し
、
農
家

所
得
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
森
林
・
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
再
生
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
北
薩
地
域
の
県
・

各
市
町
・
林
業
事
業
体
等
で
構
成
さ

れ
る
推
進
会
議
等
の
中
で
連
携
し
て

山
林
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

猟
友
会
・
駆

　
　
　
　
　
　
　
　
　

除
隊
の
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
得
な
が
ら
、

併
せ
て
農
家
の
自
発
的
捕
獲
を
促
進

し
、
農
林
産
物
等
の
被
害
防
止
の
た

め
、
防
止
と
捕
獲
の
両
面
か
ら
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
内
商
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
性
化
と
消

費
拡
大
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
年
２
回
発
行
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
小
売
業
等
店
舗
整
備
支

援
事
業
、
旅
館
業
等
施
設
整
備
事
業
、

商
店
街
景
観
等
保
持
を
図
る
街
灯
等

の
整
備
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

一
定
の
連
坦
す
る
区
域
の
街
路
灯
維

持
経
費
の
軽
減
支
援
策
を
早
期
に
調

査
、
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
内
立
地
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
や
本
社
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
訪
問
を
は

じ
め
、
食
品
産
業
等
へ
の
新
規
企
業

に
対
し
て
も
情
報
提
供
・
収
集
等
を

行
い
、
連
携
を
密
に
し
て
誘
致
や
雇

用
促
進
に
努
め
ま
す
。

「
薩
摩
の

　   

さ
つ
ま
」

さ
つ
ま

　
た
け
の
こ

担
い
手
の

　
　
　
確
保

耕
作
放
棄
地

　
　 

の
解
消

農
林
業
い
き

い
き
プ
ラ
ン

六
次
産
業
化

林
業
の
再
生

有
害
鳥
獣

　
　  

対
策

企
業
誘
致
と

　 

雇
用
促
進

商
工
振
興

農
林
業
振
興

さ
つ
ま
牛

■■ 町政運営３つの姿勢 ■■

１「誠実で公正かつ透明性の高い町政」

２「住民視点、現地現場主義による

　　　　　　　　　対話と協働の町政」

３「効率とスピード重視の町政」

町長が放つ
町長が放つ戦略目標

１本目

④財政健全化による
　安定した行政サービスの町

③ふれあいのある
　生き生きとした住みたい町

②子どもやお年寄りが　
　安心して暮らせる町

①元気の出る
　農林・商工業の町

４本の矢４本の矢

さつまたけのこ



戦略目標

２本目

戦略目標

４本目

戦略目標

３本目

庁舎完成予想図

４広報さつま５ 広報さつま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
種
イ
ベ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
に
積
極
的

に
参
加
し
、
観
光
特
産
品
協
会
・
イ

メ
キ
ャ
ラ
「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
」
・

か
ぐ
や
姫
・
観
光
夢
大
使
が
連
携
し

た
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
宮
之
城

鉄
道
記
念
館
の
交
通
・
観
光
物
産
の

拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
充
実
、
受

け
入
れ
体
制
と
し
て
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
・
確
保
、
町

民
こ
ぞ
っ
て
の
『
も
て
な
し
の
心
』

の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
都
市
・
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
交
流
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
る
農
林
業

へ
の
理
解
及
び
農
家
所
得
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
新
幹
線
効
果
に
よ
り

年
々
増
加
し
て
い
る
修
学
旅
行
生
に

つ
い
て
も
、
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
研
究
会
を
中
心
に
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
を
図
り
、
交
流
人
口
増
加

に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
を
計
画
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
が
ら
各
種

の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
合
宿
の

受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
開
催
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
「
第
30
回

国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」

に
つ
い
て
は
、
「
郷
土
芸
能
祭
・
ゆ

る
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス
タ
」
等
の
開
催
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
町
民
が
外
に
出

て
交
流
を
す
る
「
交
流
基
金
」
創
設

に
つ
い
て
も
研
究
、
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
薩
広
域
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
の
「
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゾ
ー
ン
」
に

つ
い
て
は
、
山
城
と
し
て
の
虎
居
城

が
体
感
で
き
る
魅
力
あ
る
公
園
の
早

期
完
成
に
向
け
て
、
地
元
要
望
を
と

り
ま
と
め
県
へ
要
望
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
高
規
格
道
路
「
北
薩
横
断
道

路
」
の
早
期
開
通
を
目
指
す
た
め

「
広
瀬
道
路
」
か
ら
「
泊
野
道
路
」

間
の
早
期
事
業
化
に
向
け
て
関
係
各

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引

き
続
き
努
力
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
地
グ
ラ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
ド
（
旧
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
城
中
学
校

跡
地
）
に
設
置
さ
れ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
施
設
が
９
月
の
供
用
開
始
を
目
標

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事

業
補
助
は
引
き
続
き
実
施
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
や
地
球
温
暖

化
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

防

災

・

防

　
　
　
　
　
　
　
　
　

犯
・
景
観
の

保
持
の
た
め
「
危
険
廃
屋
解
体
撤
去

補
助
金
交
付
制
度
」
は
、
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。
環
境
基
本
計
画
に

基
づ
き
町
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
環
境
施
策
の
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
策
定
さ
れ

た
「
地
域
づ
く
り
活
性
化
計
画
書
」

に
基
づ
く
課
題
解
決
や
活
性
化
並
び

に
地
域
元
気
再
生
事
業
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
地
域
担
当
職
員
の
配
置

に
よ
り
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
女
性
の
視
点
か

ら
の
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
引
き
続
き
「
さ
つ
ま
町
女
性
い
き

い
き
推
進
会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

あ

い

さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
」
や
「
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
」
運
動
を

通
じ
、
心
豊
か
な
子
ど
も
育
成
の
取

り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
親

へ
の
育
児
本
の
贈
呈
や
図
書
購
入
費

の
拡
充
に
よ
り
、
各
図
書
室
及
び
学

校
図
書
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム

交
流
人
口

交
流
基
金

  

創
設
の
検
討

再
生
可
能

  

エ
ネ
ル
ギ
ー

青
少
年
の

　
健
全
育
成

地
域
活
性
化

快
適
な
住
環
境

公
園
・

　
道
路
整
備

イ
ン
ト
制
度
は
引
き
続
き
実
施
し
、

予
防
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
心
の
健
康
づ
く
り
で
は
、
地
域

福
祉
推
進
「
気
づ
き
・
つ
な
ぎ
・
見

守
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、

社
会
全
体
で
支
え
あ
う
仕
組
み
を
構

築
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
に
、
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
モ
（
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

器
症
候
群
）

予
防
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
70
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
予
防
接
種
助

成
を
始
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

救
急
医
療
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
軽
減
改
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
に
加
え

本
年
度
か
ら
医
師
確
保
支
援
事
業
を

創
設
し
て
、
積
極
的
支
援
を
図
る
と

と
も
に
、
今
後
の
地
域
医
療
の
確
保

に
対
す
る
方
針
・
方
向
性
を
検
証
し

な
が
ら
よ
り
具
体
的
な
支
援
に
繋
げ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
の
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
経
験
や

知
識
を
活
か
す
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
な
ど
の
活
動
支
援
、
社

会
参
加
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
介
護
予
防
活
動
を
中

心
と
し
た
地
域
支
援
事
業
の
拡
充
を

図
り
、
高
齢
者
の
主
体
的
な
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

買
物
や
通
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
の
利
便
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
図
る
観
点

か
ら
変
更
要
望
の
あ
る
路
線
に
つ
き

ま
し
て
は
一
部
見
直
し
、
利
用
促
進

を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

る

さ

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

さ

つ

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
」
の
教
育

的
素
材
を
生
か
し
、
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
に
引
き
続
き
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
中
学
校
に
続
き
、
小
学
校

の
授
業
力
等
教
職
員
の
資
質
向
上
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。
学
校
施
設
の

耐
震
化
は
、
２
校
を
残
す
の
み
で

す
。
求
名
小
学
校
屋
内
運
動
場
は
本

年
度
、
宮
之
城
中
学
校
屋
内
運
動
場

は
来
年
度
改
修
工
事
を
行
い
耐
震
化

率
１
０
０
％
達
成
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
児
童
・
生
徒
用
の
ト
イ
レ
洋
式

化
へ
の
改
修
な
ど
既
存
施
設
の
営
繕

等
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

警
察
並
び
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
特
別
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
会
の
最
終

報
告
や
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
並
び
に
地
域
の
意

見
を
参
酌
し
、
平
成
23
年
度
策
定
し

た
基
本
計
画
（
案
）
を
見
直
し
た
新

た
な
基
本
計
画
を
策
定
し
、
議
会
を

は
じ
め
関
係
地
域
等
へ
の
説
明
を
行

い
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
町
単
独
に

よ
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
等
を
配
置
し
、
い
じ
め
や
不
登
校

等
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
問
題
行

動
等
の
解
決
に
向
け
た
教
育
に
最
善

の
努
力
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
庁
舎
の
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
、
職
員
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
管
理
と
併

せ
効
率
的
な
課
・
係
の
配
置
を
目
指

す
行
政
組
織
の
改
編
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
が
活
用
し
や
す
い
研
修

制
度
を
整
備
し
、
積
極
的
活
用
に
よ

っ
て
職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
建
設
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
役
場
本
庁

舎
は
、
最
高
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
拠
点
施
設
で
あ
り
、
自
然
災
害
等

に
対
す
る
危
機
管
理
、
防
災
拠
点
施

設
で
も
あ
り
ま
す
。
計
画
的
に
、
安

全
、
確
実
な
完
成
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
今
後
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

向

性

を

調

査
・
研
究
し
て
い
ま
す
が
譲
渡
・
廃

止
等
の
処
分
や
指
定
管
理
者
制
度
の

あ
り
方
も
含
め
、
早
い
機
会
に
具
体

的
な
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
数
年
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

件
費
・
公
債

費
に
お
い
て
は
、
対
前
年
２
億
円
以

上
の
縮
減
が
図
ら
れ
、
合
併
当
初
の

財
政
指
標
と
比
較
し
ま
す
と
、
実
質

公
債
費
比
率
、
経
常
収
支
比
率
と
も

大
幅
に
好
転
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
を
取
り
巻
く
経
済
情

勢
や
普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
期
限

の
到
来
す
る
平
成
27
年
度
か
ら
の
段

階
的
縮
減
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
等
を

視
野
に
入
れ
て
、
引
き
続
き
行
財
政

改
革
を
推
し
進
め
歳
入
の
確
保
と
併

せ
歳
出
縮
減
を
行
い
、
安
定
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
防
災
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　

画
の
原
子
力

防
災
対
策
、
ア
ナ
ロ
グ
無
線
放
送
か

ら
デ
ジ
タ
ル
無
線
放
送
へ
の
転
換
を

行
う
こ
と
と
な
る
消
防
無
線
、
防
災

行
政
無
線

の
改
修
な

ど
、
喫
緊

の
課
題
と

し
て
時
期

を
捉
え
な

が
ら
適
切

に
対
応
し
、

安
全
安
心

を
期
し
ま

す
。

職
員
の

　
資
質
向
上

防
災
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
世
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

働
け
る
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
保
育
料
の
負
担
軽

減
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
小

学
校
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
、
来
年
１
月
を
目
途
に
小
学
校
終

了
時
ま
で
拡
大
す
る
準
備
を
進
め
ま

す
。
中
学
生
ま
で
の
入
院
医
療
費
無

料
化
は
継
続
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
県
内
初
の

事
例
と
な
る
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
と
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
予

防
接
種
助
成
を
始
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
う
の
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
事
業
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

妊
婦
の
歯
科

無
料
健
診
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
機
関
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
携
を
強
め

な
が
ら
、
個
々
の
成
長
・
発
達
を
促

す
療
育
支
援
や
障
が
い
児
特
別
支
援

対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
種
健
康
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　

談
、
訪
問
指

導
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
各
種
が
ん

検
診
の
個
別
健
診
ス
タ
イ
ル
を
拡
充

し
ま
す
。
特
定
健
診
は
受
診
率
目
標

を
70
％
、
保
健
指
導
の
実
施
率
目
標

を
60
％
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
元

気
度
ア
ッ
プ
事
業
、
健
康
づ
く
り
ポ

子
育
て

　
支
援
対
策

健
康
寿
命
の

　
　
　 

延
伸

地
域
医
療
の

　
　
　 

確
保

公
共
交
通

　
　
　
対
策

こ
う
の
と
り

　
支
援
事
業

予
防
接
種

療
育
支
援

高
齢
者
福
祉

学
校
再
編

相
談
体
制
の

　
　
　 

充
実

健
康
づ
く
り

学
校
教
育
・

施
設
の
耐
震

健康体操の様子ドクターヘリとの連携訓練の様子

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　 

事
業

公
共
施
設
の

　
　 

あ
り
方

庁
舎
建
設

財
政
の
健
全
化
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（注）公職選挙法改正法施行日（平成25年５月26日）以後初めて公示される国政選挙（衆議院議員の総選挙又は
参議院議員の通常選挙）の公示日以降に、公示・告示される国政選挙及び地方選挙について適用されます。

①有権者は、ウェブサイト等（ホームページ、ブログ、ツイッターやフェイスブック等
のＳＮＳ、動画共有サービス、動画中継サイト等）を利用した選挙運動が可能となり
ますが、電子メール（ＳＭＴＰ方式及び電話番号方式）を利用した選挙運動は引き続
き禁止されています。

②候補者・政党等は、ウェブサイト等及び電子メールを利用した選挙運動が可能になります。

有権者 政党等

電子メール ウェブサイト等 電子メール

有権者が、電子メールで選挙
運動を行うことは禁止。 ※氏名、電子メールアドレ

　ス等の表示義務

※一定の記録の保存義務

自らアドレスを通知し、受

信に同意した相手等送信先

には一定の制限があります。 
※電子メールアドレス等の表示義務

（注）・電子メールアドレス等とは、電子メールその他のインタ
ーネット等を利用する方法により、その者に連絡する際
に必要となる情報であり、具体的には、返信用フォーム
のＵＲＬやツイッターのユーザー名などが含まれます。

　　　・電子メール（ＳＭＴＰ方式及び電話番号方式）以外の通
信方式を用いて、ＳＮＳのユーザー間でやり取りするメ
ッセージ機能は、「ウェブサイト等」に含まれます。 

私は、このたびの選挙に
出馬しました○○太郎です。

清き一票をお願いします。

○○太郎 ＜○○＠○○.ne.jp＞

このたびの選挙では

ぜひ○○さんを

当選させましょう。

△△花子 ＜△△＠△△.ne.jp＞

○○党
○○党へ
投票して
ください！

このたびの選挙では、
○○さんを

当選させよう。

私に清き
一票を！

候補者

有権者

（今回の参院選挙より）

※詳しくは総務省ホームページをご覧ください。 ネット選挙運動総務省 検索

郎 太

○
○

△△花子＜△△＠△△.ne.jp＞

このたびの選挙では

ぜひ○○さんを

当選させましょう。

○○太郎＜○○＠○○.ne.jp＞

私は、このたびの選挙に

出馬しました○○太郎です。

～～～～～～～～～。

清き一票をお願いします。

動画共有サービス・動画中継サイト等 
ホームページ・ブログ・ＳＮＳ（ツイッター・フェイスブック等）

（注）・選挙運動とは、特定の選挙について、特定の候補者の当選を目的とし、投票を得又は
　　　　得させるために、直接又は間接に有利な行為のことです。
　　　・選挙運動は、公示・告示日から投票日の前日までしか行うことができません。  
　　　・未成年者等は選挙運動をすることができません。 

選挙運動がインターネットを使って

出来るようになりました

いま、川薩地区内で風しんが流行しています。

風しんは、妊婦特に妊娠初期の女性がかかると、生まれてくる赤ちゃんが

耳が聞こえにくい、目が見えにくい、生まれつき心臓に病気があるなどの

『先天性風しん症候群』という病気にかかってしまうおそれがあります。

●
す
で
に
妊
娠
し
て
い
る
女
性
は
接
種

で
き
ま
せ
ん
。

●
少
し
で
も
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
女

性
は
、
医
師
と
相
談
が
必
要
で
す
。

注意事項

～風しん任意予防接種助成事業～

赤ちゃんを風しんから守るため 安全安心を確保してください

任意予防接種費用を

助成します!!
風しんの

※申請期限は、緊急的予防対策が、平成26年４月14日(月)まで

　です。新生活支援策は、婚姻届出を行ってから３か月以内です。

　（ただし、平成25年４月１日から平成25年６月30日までに婚姻

　届出をされた方は、平成25年７月１日から３か月以内）

医療機関に各自電話等申込をして、接種後、役場健康増進課で手続きをお願いします。

必要なもの
　　ア．領収書（コピー不可、氏名、ワクチン名、接種日がわかるもの）　

　　イ．通帳（写しで可）　

　　ウ．印鑑　

　　エ．母子健康手帳（妊婦の夫の予防接種のみ）

上限６,０００円（期間中１回のみ）
ただし、風しん単体抗原ワクチンまたはＭＲワクチン（麻しん風しん混合ワクチン）に限ります。

緊急的予防対策 ……… ①～④すべてにあてはまる方
　①次のいずれかにあてはまる方

　　ア．妊娠を希望している女性で平成２年４月１日以前生まれで、接種時に

　　　　50歳未満の方

　　イ．妊婦の夫（婚姻関係は問いません　母子手帳確認）

　　ウ．妊婦の同居家族で特に接種が必要と認められる方

　②平成25年４月１日から平成26年３月31日までに風しんの予防接種をした方

　③さつま町に住民登録している方

　④風しんにかかるおそれのある方（未罹患者、抗体検査（－）の方など）

新生活支援策
　⑤平成25年４月１日以降、婚姻届出をされた夫婦でさつま

　　町に住民登録をしている方及び平成25年７月１日以降婚

　　姻届出を行う夫婦でさつま町に住民登録をされる方

風しんの予防には、ワクチンの接種が最も有効です。
さつま町では、安心して子どもを産み育てられる町づくりをめざし、

定期外予防接種費用の一部について助成します。

なぜ風しんの予防接種が必要なの？

どんな人が対象なの？

助成額はどれくらい?

申し込みはどうするの？

お問い合わせ先
　健康増進課　健康増進係　
　☎ 53-1111（内線2143・2144）



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

『
さ
つ
ま
牛
』

町
に
新
茶
贈
呈

吹
奏
楽
セ
ミ
ナ
ー

プ
ロ
に
学
ぶ

歯
を
磨
こ
う
！

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

４
部
門
で
６
頭
が
１
席
！

川
内
川
改
修
記
念
碑

　
　
　
移
転
完
成
式

一
足
早
く
運
動
会

柊
野
小
学
校

満
開
の
さ
つ
き

河
川
敷
に
お
い
で
よ
！
福
幸
祭
実
行
委
員
会
主
催

せ
ん
で
川
祭
り
in

さ
つ
ま
町

　
フ
ェ
ン
ス
に
ひ
っ
か
か
っ
て

い
た
と
い
う
「
ふ
く
ろ
う
。
」

数
日
間
、
役
場
環
境
課
で
保
護

し
て
い
ま
し
た
が
、
元
気
に
な

り
森
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

★ ★

★

★
★

坂
上
さ
ん
受
賞

客来庁客来庁珍珍

８広報さつま９ 広報さつま

　

５
月
19
日
、
県
北
部
豪
雨
災
害

の
復
興
を
祈
念
し
て
、
せ
ん
で
川

祭
り
in
さ
つ
ま
町
が
宮
之
城
橋
河

川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と

な
り
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

番
組
城
山
ス
ズ
メ
な
ど
で
お
な
じ

み
の
笹
田
美
樹
さ
ん
（
さ
つ
ま
町

出
身
）
の
司
会
で
会
場
は
あ
た
た

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
紫
元
流

五
ッ
太
鼓
や
宮
之
城
股
旅
舞
踏
会

の
踊
り
、
薩
摩
中
央
高
校
ダ
ン
ス

部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
雨
も
上
が
り
、
さ

つ
ま
町
出
身
の
歌
手
「
名
越
ま

み
」
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
に
は
た
く
さ

ん
の
人
が
集
ま
り
、
プ
ロ
の
歌
声

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
梅

の
種
飛
ば
し
大
会
、
遊
覧
船
な
ど

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

町
の
様
々
な
団
体
が
協
力
し
て
開

催
し
た
今
回
の
祭
り
は
、
地
域
お

こ
し
の
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
行
わ
れ
て
い
ま
す

薩
摩
中
央
高
校
の
花
プ
ラ
ン
タ
ー

の
贈
呈
も
あ
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
華
を
添
え
ま
し
た
。
こ
の
祭
り

で
飾
ら
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
現

在
、
商
店
街
に
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
綺
麗
に
咲
い
た
花
を
是
非

観
賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
19
日
、
第
67
回
柊
野
区
・

柊
野
小
ふ
る
さ
と
大
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨
の
影

響
で
一
部
の
種
目
が
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
柊
野
小
の
児
童
は
10
人
で
、

み
ん
な
仲
良
く
種
目
に
参
加
し
た

り
、
応
援
を
し
た
り
と
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
児
島
国
際

大
学
の
学
生
も
参
加
し
て
交
流
を

図
り
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
大
野
詩
音
く
ん
は
、

「
地
域
の
方
々
、
大
学
生
の
み
な

さ
ん
と
協
力
し
て
楽
し
い
運
動
会

に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
に
と
っ
て

は
小
学
校
生
活
最
後
の
運
動
会
で

し
た
が
、
最
高
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
建

立
さ
れ
た
川
原
地
区
の
川
内
川
改

修
記
念
碑
が
、
宮
都
大
橋
の
架
け

替
え
工
事
に
よ
り
仮
移
転
し
て
い

ま
し
た
が
、
橋
の
完
成
に
よ
り
、

今
回
基
礎
工
事
な
ど
を
終
え
て
元

の
場
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
宮
都
大
橋
下
流
左

岸
側
の
現
地
で
記
念
碑
の
移
転
完

成
式
が
行
わ
れ
、
主
催
者
の
川
原

公
民
会
富
澤
公
民
会
長
、
日
髙
町

長
、
森
﨑
・
中
村
川
内
川
河
川
事

務
所
両
副
所
長
、
衛
藤
宮
之
城
出

張
所
長
、
塚
田
北
薩
地
域
振
興
局

土
木
建
築
課
長
ほ
か
関
係
者
列
席

の
も
と
、
今
後
絶
対
に
水
害
に
見

舞
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
願
い
を
こ

め
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

紫
尾
地
区
の
坂
上
宏
也
さ
ん
が

育
て
た
さ
つ
き
（
華
宝
）
が
、
５

月
26
日
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ

た
「
第
25
回
さ
つ
き
花
季
盆
栽
展

示
会
」
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
上
さ
ん
は
約
20
年
前
か
ら
さ

つ
き
の
栽
培
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
さ
つ
き
作
り
は
非
常
に
奥
が
深

く
、
ま
た
、
農
業
を
し
な
が
ら
の

作
業
に
な
る
た
め
大
変
」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
「
愛
情
を
込
め

て
育
て
理
想
に
近
づ
け
る
こ
と
が

楽
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
審
査
会
時
に
ピ
ー
ク
に

近
く
な
る
よ
う
育
て
ら
れ
ま
す
が
、

自
然
が
相
手
な
だ
け
に
難
し
い
そ

う
で
す
。
ま
た
、
秋
に
は
紅
葉
も

楽
し
め
る
品
種
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

坂
上
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
、

仲
間
作
り
を
し
て
も
っ
と
愛
好
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

５
月
22
日
、
薩
摩
中
央
家
畜
市

場
で
、
「
平
成
25
年
度
川
薩
春
季

畜
産
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
共
進
会
は
、
川
薩
の
８

地
区
か
ら
肉
用
牛
81
頭
の
出
品
が

あ
り
、
本
町
か
ら
は
４
月
に
３
地

区
ご
と
に
開
催
さ
れ
た
町
春
季
畜

産
共
進
会
を
勝
ち
抜
い
た
34
頭
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

共
進
会
で
は
、
肉
用
牛
改
良
の

重
点
項
目
で
あ
る
体
型
面
や
飼
養

管
理
面
の
改
善
点
に
つ
い
て
、
熱

心
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か

ら
の
出
品
牛
は
、
出
品
種
目
４
部

門
中
全
て
で
、
最
優
秀
賞
１
席
に

輝
く
な
ど
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
個
人
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

最
優
秀
賞
１
席
　
敬
称
略
　

○
若
雌
１
部

　
羽
子
田
繁
（
ふ
み
号
）

○
若
雌
２
部

　
徳
重
真
生
（
あ
か
り
号
）
　

○
若
雌
３
部

　
小
森
　
悟
（
い
ろ
は
号
）

○
肉
用
牛
父
系
群

　
北
園
健
二
（
ゆ
う
こ
号
）

　
徳
重
真
生
（
し
も
か
み
ひ
さ
号
）

　
徳
重
真
生
（
ひ
め
こ
号
）

　

５
月
26
日
、
「
Ｔ
Ａ
Ｄ
鈴
木
吹

奏
楽
セ
ミ
ナ
ー
in
さ
つ
ま
」
が
宮

之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
が
６
回
目
の
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
に
は
、
町
内
外
の
小
・
中
・
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
や
指
導
を
さ
れ

る
先
生
方
ま
で
、
午
前
午
後
合
わ

せ
て
、
約
６
０
０
人
が
受
講
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
師
は
、
日
本
人
初
の
ア
メ
リ

カ
吹
奏
楽
界
最
高
峰
の
ア
メ
リ
カ

吹
奏
楽
指
導
者
協
会
正
会
員
（
Ａ

Ｂ
Ａ
）
と
し
て
、
日
本
各
地
の
ス

ク
ー
ル
バ
ン
ド
の
指
導
を
精
力
的

に
行
っ
て
い
る
鈴
木
孝
佳
（
通
称

Ｔ
Ａ
Ｄ
鈴
木
）
氏
に
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
サ
ウ
ン
ド
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
と
楽
曲
練
習
法
の
講
習

や
楽
器
別
の
初
心
者
講
習
会
を
行

い
、
11
の
楽
器
で
89
人
が
参
加
。

熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
宮
之
城
吹
奏
楽
団
を
モ
デ
ル

バ
ン
ド
に
、
今
年
度
の
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
課
題
曲
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
吹
き
方

や
リ
ズ
ム
の
取
り
方
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
、
さ
つ
ま
町
茶
生
産

協
会
（
会
員
数
24
人
）
の
領
家
昭

一
会
長
ほ
か
理
事
３
人
が
役
場
を

訪
れ
、
25
年
産
新
茶
を
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
贈
呈
さ
れ
た
お
茶
は
、

各
会
員
が
提
供
し
た
一
番
茶
本
茶

を
仕
上
げ
た
も
の
で
、
町
へ
の
贈

呈
は
今
年
で
14
回
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
の
一
番
茶
は
、
４
月
の
寒

の
戻
り
に
よ
っ
て
生
育
が
抑
え
ら

れ
、
量
は
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、

良
質
な
製
品
が
多
く
取
引
単
価
で

昨
年
実
績
を
上
回
り
ま
し
た
。
本

町
産
の
お
茶
は
奥
薩
摩
特
有
の
霧

の
中
で
育
ち
深
み
の
あ
る
味
わ
い

と
新
緑
の
香
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
町
は
県
内
で
も
有
数
の
優
良
茶

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
さ
れ
た
お
茶
は
各
課
に
配

布
さ
れ
、
来
客
用
と
し
て
本
町
産

茶
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。

　

５
月
27
日
、
薩
摩
郡
歯
科
医
師

会
管
内
（
薩
摩
川
内
市
の
旧
川
内

市
を
除
く
地
区
及
び
さ
つ
ま
町
）

の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
歯
と

口
の
健
康
週
間
」
図
画
・
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
34
校
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
２
６
１
点
の
作
品
の
中
か

ら
、
盈
進
小
学
校
２
年
の
小
辻
優

紳
く
ん
が
金
賞
、
盈
進
小
学
校
３

年
の
中
囿
美
姫
さ
ん
が
銀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

金銀

記念碑移転完成式の様子

みんなで踊った「くきのっ子エイサー2013」

紫尾区営温泉に飾られました

▼ 名越まみさんのライブ

さつまるちゃんも名越さん ▼

とちゃっかり２ショット♪　 

新茶を贈呈する茶生産協会のみなさん

中囿　美姫さん
（盈進小３年）

最優秀賞１席に輝きました（肉用牛父系群）

鈴木氏の話を熱心に聞く参加者

▼高校生のダンスで会場が明るくなりました

小辻　優紳くん
（盈進小２年生）

▼

笹田さんの人情味あふれる司会

さ
か
う
え

か 

ほ
う

こ
つ
じ
ゆ
う

し
ん
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轟
原
公
民
会
・
防
災
訓
練

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

町
子
ど
も
会

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

仲
間
と
協
力
し
て

地
域
で
防
災

　
意
識
を
高
め
る

田
舎
暮
ら
し
満
喫

よ
う
こ
そ
さ
つ
ま
へ

　
　
Ｇ
Ｇ
大
会
開
催

認知症サポーター養成講座

さ
つ
ま
の

　
焼
酎
で
交
流

平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ

第
７
回

川
内
川
鮎
ま
つ
り

10広報さつま11 広報さつま

　　　

５
月
26
日
の
町
内
一
斉
防
災
訓

練
の
日
に
は
、
公
民
会
な
ど
の
自

主
防
災
組
織
ご
と
に
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

轟
原
公
民
会
で
は
、
事
前
に
班

ご
と
に
会
を
開
き
集
合
場
所
等
を

検
討
。
当
日
は
１
９
７
世
帯
２
８

３
人
が
参
加
し
、
公
民
会
長
の
放

送
に
合
わ
せ
て
実
際
に
地
震
が
発

生
し
た
と
想
定
し
た
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

訓
練
の
後
は
公
民
館
で
班
長
や

役
員
に
よ
る
反
省
会
が
あ
り
、
避

難
経
路
に
危
険
箇
所
が
な
い
か
、

集
合
場
所
は
安
全
だ
っ
た
か
な
ど

を
確
認
し
あ
う
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
も
参
加
し
て
地
域
み
ん
な
で
防

災
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

昨
年
度
学
校
で
水
防
災
に
つ
い

て
の
授
業
を
受
け
、
今
回
防
災
訓

練
に
参
加
し
た
盈
進
小
学
校
６
年

生
の
若
吉
真
帆
さ
ん
は
、
「
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
切
。

自
分
よ
り
も
小
さ
い
子
が
多
い
の

で
、
逃
げ
る
と
き
は
子
ど
も
の
手

を
引
い
て
連
れ
て
行
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　　　

５
月
28
日
〜
30
日
、
町
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
で
は
、

今
年
度
３
回
目
と
な
る
修
学
旅
行

受
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
広
島
県
広
島
市
の
観

音
中
学
校
２
年
５
組
の
36
人
の
生

徒
の
皆
さ
ん
で
、
11
軒
の
受
入
農

家
に
３
〜
４
人
ず
つ
に
分
か
れ
て

宿
泊
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
期
間
中
は
天
気
に
恵
ま
れ
、

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

受
入
家
庭
で
、
梅
ち
ぎ
り
、
に
ん

に
く
・
ら
っ
き
ょ
う
収
穫
、
さ
つ

ま
い
も
苗
植
え
な
ど
の
農
業
体
験

や
ピ
ザ
作
り
、
そ
ば
打
ち
、
ホ
タ

ル
観
賞
、
魚
釣
り
な
ど
、
さ
つ
ま

町
の
田
舎
暮
ら
し
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　

生
徒
の
一
人
は
、
「
普
段
で
き

な
い
農
業
や
農
家
へ
の
宿
泊
な
ど

の
体
験
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
」

ま
た
、
「
ホ
タ
ル
が
す
ご
く
綺
麗

で
し
た
」
と
興
奮
気
味
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
農
家
の
方
は
、
「
素

直
な
子
供
た
ち
で
礼
儀
正
し
か
っ

た
。
よ
く
働
き
、
よ
く
眠
っ
た
り

と
、
活
発
で
愉
快
な
子
供
達
に
元

気
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
８
回
ほ
ど
修
学
旅

行
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
さ
つ
ま
町
で
貴
重
な
体
験
と

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、
思

い
出
の
１
ペ
ー
ジ
に
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　　　

５
月
29
日
、
か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
町
観
光
特
産
品
協

会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
、
さ
つ
ま

町
内
外
か
ら
５
５
０
人
の
参
加
が

あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
町
外
か
ら
の
誘
客

を
図
る
目
的
で
、
昨
年
北
薩
広
域

公
園
10
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
、
今
回
で
２
度
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
の
コ

ン
デ
シ
ョ
ン
も
最
高
に
良
く
、
参

加
者
の
ス
コ
ア
も
良
か
っ
た
よ
う

で
す
。

☆
１
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝 

（
敬
称
略
）

団
体
　
樋
脇
１
組

個
人
　
小
西
彰
裕
（
樋
脇
１
組
）

☆
２
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

団
体
　
大
口
中
央

個
人
　
森
山
マ
リ
子
（
大
口
中
央
）

　

５
月
31
日
、
鹿
児
島
市
中
原
別

荘
で
「
第
３
回
さ
つ
ま
町
の
焼
酎

を
飲
む
会
並
び
に
鹿
児
島
市
さ
つ

ま
会
と
の
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鹿
児
島
市
さ
つ
ま
会

会
員
24
人
を
含
む
70
人
が
出
席
し
、

和
気
副
町
長
が
さ
つ
ま
町
の
近
況

を
報
告
、
鹿
児
島
市
さ
つ
ま
会
の

大
迫
副
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
交
流

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
地
元
さ
つ
ま
町

の
三
醸
造
元
（
軸
屋
酒
造
㈱
・
小

牧
醸
造
㈱
・
植
園
酒
造
（合）
）
よ
り
、

各
種
焼
酎
の
紹
介
を
行
っ
た
ほ
か
、

町
よ
り
「
つ
け
あ
げ
」
と
「
薩
摩

西
郷
梅
」
、
商
工
会
よ
り
「
町
内

の
お
菓
子
」
と
「
町
内
飲
食
店
等

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
で
町
の
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
〜
２
日
に
か
け
て
さ

つ
ま
町
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
、
県
立
霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の

小
・
中
学
生
48
人
が
異
年
齢
集
団

に
よ
る
共
同
生
活
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
雨
が
降
り
、
計
画

さ
れ
て
い
た
野
外
活
動
は
野
外
炊

飯
を
除
く
全
て
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
が
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
班
の
仲
間
と
協
力
し
て
各
活
動

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

○
子
ど
も
た
ち
の
感
想

「
カ
レ
ー
作
り
で
お
肉
を
入
れ
忘

れ
た
り
、
火
が
消
え
そ
う
に
な
っ

た
り
色
々
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ

た
け
ど
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
」

　
盈
進
小
５
年
　
堀
之
内
弥
琴
さ
ん

「
友
達
が
11
人
で
き
ま
し
た
。
友

達
に
な
る
た
め
に
は
積
極
的
に
話

し
か
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
」

　
永
野
小
４
年
　
簗
川
篤
さ
ん

　

６
月
５
日
、
山
崎
中
学
校
２
年

生
17
人
が
校
区
内
の
戦
争
体
験
者

宅
を
３
班
に
分
か
れ
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
の
体
験
学
習
は
戦
争
の
悲

惨
さ
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
19
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
２
日
、
川
内
川
漁
業
協

同
組
合
（
代
表
理
事
組
合
長
田

渕
政
春
さ
ん
）
及
び
川
内
川
を

て
ね
ん
す
る
会
（
代
表
富
澤
満

郎
さ
ん
）
主
催
に
よ
り
二
渡
水

辺
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
鮎
の
解
禁
に
合
わ

せ
、
川
内
川
の
魚
と
身
近
に
ふ

れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場
は

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
１
匹
50
円
で
販

売
さ
れ
た
鮎
の
塩
焼
き
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
用
意
さ
れ
た
３
０
０

０
匹
が
午
後
２
時
の
イ
ベ
ン
ト

終
了
を
待
た
ず
に
完
売
す
る
ほ

ど
の
盛
況
振
り
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
か
に
の
体
験
放

流
、
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　５月29日、鶴田中学校一年生の総合学習「若鶴タ

イム」で「認知症サポーター養成講座」を開講しま

した。生徒は認知症についての講義を受けた後、認

知症の方への正しい接し方についてグループワーク

を行いました。活発な意見交換が行われ、とても良

い意見がたくさん出されていました。今回の養成講

座では、43人の認知症サポーターが誕生しました。

　

同
地
区
の
野
﨑
正
寛
さ
ん
宅
へ

は
５
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
野
﨑
さ

ん
は
「
物
が
無
い
時
代
だ
っ
た
た

め
お
腹
が
減
っ
て
い
た
。
戦
争
中

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
き
よ
う

か
と
い
う
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い

た
。
昭
和
20
年
６
月
、
学
生
の
時

に
鹿
児
島
市
が
大
空
襲
を
受
け
焼

け
野
原
に
な
り
、
そ
の
時
の
光
景

は
目
に
焼
き
付
い
て
い
て
今
も
忘

れ
ら
れ
な
い
」
と
写
真
や
資
料
を

交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
国
に
行
っ
て
色
々
な
方
と
話

を
し
て
友
だ
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
平
和
を
願
う
野
﨑
さ
ん
の
話
を
、

生
徒
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
い

て
い
ま
し
た
。

入るかな！？

降雨体験の様子 防災についてみんなで考えました

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
様
子

さつまるちゃんも鮎の塩焼きに挑戦

美味しい焼酎をどうぞ

グループワーク（危険予知トレーニング）

楽しい修学旅行になりました

ニジマス　ゲット!!

資料をもとに説明する野﨑さん

みんなで協力してご飯を作りました

み
こ
と

あ
つ
し

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

特
産
品
ま
つ
り

集
落
無
線
で
朝
読
み
45
年

ア
ミ
ュ
広
場
で
Ｐ
Ｒ

紫
尾
小
学
校

生
き
生
き
と
し
た
人
生
を

生
涯
学
習
講
座
を
開
講

み
ん
な
で
学
ぶ

　
　
地
産
地
消
！

給
食
セ
ン
タ
ー
見
学

商
工
会
青
年
部  

　
絆 

感
謝
運
動

全
国
子
ど
も
会

　
連
合
会
表
彰
伝
達

「
西
郷
菊
次
郎
と
永
野
金
山
」
　 

　
　
　
　
が
完
成
！

記
念
誌

脳のすこやか塾

頭を使って認知症予防

　梅雨の町を彩ります（６月９日 神子地区）

あじさい

12広報さつま13 広報さつま

　　　

薩
摩
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

６
月
６
日
に
地
産
地
消
・
食
育
の

一
環
と
し
て
、
永
野
小
学
校
で
生

産
者
と
の
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
給
食
で
は
、
「
北
さ

つ
ま
農
協
マ
ン
ゴ
ー
部
会
」
の
協

力
に
よ
り
地
元
産
「
マ
ン
ゴ
ー
」

が
出
さ
れ
、
部
会
長
の
祝
迫
直
人

さ
ん
が
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
の
一
年
間

の
様
子
や
自
分
が
マ
ン
ゴ
ー
栽
培

を
始
め
た
き
っ
か
け
、
生
産
の
苦

労
や
喜
び
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
玉
の
マ
ン
ゴ
ー
を
カ

ッ
ト
す
る
実
演
で
は
、
子
ど
も
達

が
興
味
深
げ
に
周
り
を
取
り
囲
み
、

手
元
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

交
流
給
食
の
時
間
に
は
「
美
味

し
い
」
「
本
当
に
甘
〜
い
」
な
ど

の
声
が
あ
ふ
れ
、
日
頃
食
す
る
機

会
の
少
な
い
高
級
フ
ル
ー
ツ
に
大

満
足
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
前
原
亜
弥
香
さ
ん
は

「
さ
つ
ま
町
で
マ
ン
ゴ
ー
を
作
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
知
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
わ
か
り
ま
し
た
。
初

め
て
食
べ
ま
し
た
が
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
、
紫
尾
小
学
校
の

１
・
２
年
生
12
人
が
宮
之
城
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
後
、
栄
養
士
の
先
生

に
よ
る
説
明
が
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
実
際
の
調
理
道
具
等
を
使
っ

て
問
題
を
出
さ
れ
る
と
、
元
気
よ

く
手
を
挙
げ
て
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
し
ゃ
も
じ
と
の
背
く
ら

べ
や
、
先
生
方
２
人
含
め
て
14
人

全
員
が
入
る
ほ
ど
の
釜
の
大
き
さ

を
体
験
す
る
な
ど
、
楽
し
く
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　

栄
養
士
の
先
生
は
、
「
一
番
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
み
ん
な

が
お
な
か
を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け

食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
お
い
し

い
も
の
を
心
を
込
め
て
作
っ
て
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
、
そ
の
後
は
全

員
で
給
食
を
試
食
し
ま
し
た
。

　

一
年
生
の
平
蓮
純
君
は
、
「
ク

イ
ズ
が
面
白
か
っ
た
で
す
。
給
食

は
美
味
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
、
宮
之
城
ひ
ま
わ
り

館
で
、
平
成
25
年
度
生
涯
学
習
講

座
合
同
開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
「
ウ
キ
ウ
キ
お
楽
し
み
講

座
」
「
パ
ン
作
り
」
「
エ
コ
ク
ラ

フ
ト
」
な
ど
12
講
座
が
開
講
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
活

動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
講
式
で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ

タ
レ
ン
ト
の
柴
さ
と
み
さ
ん
が

「
生
涯
学
習
で
人
生
い
き
い
き
」

と
題
し
て
、
学
習
の
大
切
さ
に
つ

い
て
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
生
涯

に
お
い
て
学
び
続
け
る
こ
と
は
、

生
き
が
い
づ
く
り
や
心
の
健
康
に

も
繋
が
り
ま
す
。

　

余
暇
の
楽
し
い
活
動
や
自
己
実

現
に
向
け
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
で
も
色
々
な
学
習
に
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
11
日
、
町
商
工
会
青
年
部

で
全
国
統
一
事
業
「
〝
絆
〞
感
謝

運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
部
員
11
人
が
宮
之
城

鉄
道
記
念
館
周
辺
の
清
掃
作
業
を

約
１
時
間
行
い
ま
し
た
。

　

部
長
の
白
石
誠
さ
ん
は
、
「
さ

つ
ま
町
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

け
る
よ
う
青
年
部
で
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
、
「
さ
つ
ま
町
特
産

品
ま
つ
り
」
が
鹿
児
島
市
の
鹿
児

島
中
央
駅
ア
ミ
ュ
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
、
農

産
加
工
グ
ル
ー
プ
、
薩
摩
中
央
高

校
な
ど
町
内
か
ら
７
団
体
の
出
店

が
あ
り
、
薩
摩
西
郷
梅
の
調
味
梅
、

ご
ぼ
う
、
ト
マ
ト
、
農
産
加
工
品

等
の
試
食
宣
伝
に
、
多
く
の
方
が

足
を
止
め
て
、
お
い
し
そ
う
に
試

食
品
を
頬
張
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
日
髙
町
長
を
は
じ

め
、
か
ぐ
や
姫
や
さ
つ
ま
る
ち
ゃ

ん
も
先
頭
に
立
っ
て
特
産
品
、
観

光
、
定
住
促
進
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
参
加
者
も
大
き
な
声
で
呼
び

込
み
を
し
て
、
さ
つ
ま
町
を
丸
ご

と
売
り
込
み
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
、
全
国
子
ど
も
会
連

合
会
表
彰
の
伝
達
式
が
町
長
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
栗
山
善
太
郎
さ
ん

は
、
白
男
川
校
区
浅
井
野
集
落
で

長
年
に
わ
た
り
続
い
て
い
る
子
ど

も
会
の
小
中
学
生
に
よ
る
「
朝
読

み
」
を
、
提
唱
者
（
故
）
橋
口
政

光
さ
ん
の
後
を
受
け
、
37
年
間
自

宅
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

指
導
者
・
育
成
者
の
部
で
鹿
児
島

県
か
ら
選
出
さ
れ
た
の
は
栗
山
さ

ん
１
名
だ
け
で
す
。
同
集
落
に
は
、

親
子
２
代
で
朝
読
み
を
経
験
し
て

い
る
家
庭
も
多
く
、
栗
山
さ
ん
は

「
そ
ろ
そ
ろ
３
代
目
が
出
て
く
る

か
も
。
自
分
が
携
わ
っ
て
か
ら
半

世
紀
は
続
け
た
い
。
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

西
郷
菊
次
郎
（
西
郷
隆
盛
の
長

男
）
は
、
明
治
政
府
で
台
湾
宜
蘭

庁
長
や
京
都
市
長
を
務
め
た
後
、

１
９
１
２
年
に
永
野
金
山
鉱
業
館

長
に
就
任
。
金
山
経
営
の
傍
ら
永

野
に
夜
学
校
を
開
設
し
青
少
年
教

育
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

広
く
町
内
外
に
菊
次
郎
の
遺
徳

と
永
野
金
山
の
歴
史
を
知
る
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
販
売
も
行

っ
て
い
ま
す
。
記
念
誌
に
は
、
金

山
の
イ
ラ
ス
ト
や
今
年
２
月
実
施

し
た
「
さ
つ
ま
永
野
金
山
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
の
写
真
な
ど
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
誌
は
Ａ
４
判
で
66
ペ
ー
ジ
。

１
部
１
，
０
０
０
円
。

　

同
会
＝
☎
０
９
９
６
（
58
）
０

８
１
５

ＭＢＣタレント　柴さとみさんによる講演

楽しい給食になりました

糖度計をのぞきこむ児童

こんなにたくさん集まりました
脳のすこやか塾の様子

町の特産品をＰＲできました

表彰状を手にする栗山さん（中央）

回転釜の大きさにビックリ

給食を作っている所を見学しました

　概ね65歳以上の元気な方を対象に、簡単な読み書き・計

算の学習を行い、楽しい雰囲気の中で脳の活性化に努め、認

知症や閉じこもり等を予防する介護予防教室として開講して

います。

　週１回30分程度学習サポーターの助言を受けながらの学

習です。参加者は開催日以外でも、学習を継続し、家事や生

活に関心を持って、生きがいのある生活を送れるよう努力さ

れています。　

　教室に参加し、多くの人との交流・会話を楽しみませんか。

見学や途中参加も歓迎しています。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
係　

　
　
　
　

（
内
線
２
１
７
１
）

　
さ
つ
ま
町
永
野
西
郷
菊
次
郎
顕
彰
会
が
、
西
郷
菊
次
郎
金
山
鉱
業

館
長
就
任
１
０
０
周
年
事
業
に
あ
わ
せ
、
昨
年
８
月
か
ら
作
成
し
て

い
た
記
念
誌
が
今
回
完
成
し
ま
し
た
。

紫 陽 花

●求名交流館・鶴田中央公民館（毎週火曜日の午前９時30分から）

●山崎地区公民館（毎週水曜日の午前９時30分から）

●屋地楽習館・永野交流館（毎週木曜日の午前９時30分から）ぎ
ら
ん

れ
ん
じ



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

《
現
場
だ
よ
り
》

④

情
報
通
信
の

　
　
標
語
受
賞

瑞
宝
単
光
章
受
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

新
庁
舎
建
設
事
業
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町
内
２
地
区
の
ホ
タ
ル
舟
が
、

今
年
も
多
く
の
住
民
の
方
の
手
に

よ
り
運
航
さ
れ
ま
し
た
。

　

暖
か
い
気
候
の
た
め
か
、
例
年

よ
り
早
い
時
期
か
ら
ホ
タ
ル
が
飛

ん
で
い
ま
し
た
が
、
運
航
期
間
中

は
昨
年
よ
り
多
く
の
ホ
タ
ル
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
が
水
害
以
降
年
々
増
え

て
い
る
の
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
舟
に
乗
船
さ
れ
た
お
客

　　

平
成
25
年
度
の
「
情
報
通
信
の

安
心
安
全
な
利
用
の
た
め
の
標

語
」
募
集
に
お
い
て
、
盈
進
小
学

校
６
年
生
（
現
在
宮
之
城
中
学
校

１
年
生
）
中
囿
亮
さ
ん
の
作
品
が

佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
標
語
は
情
報
通
信
利
用
者

が
情
報
通
信
を
安
心
・
安
全
に
利

用
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
意

識
や
知
識
の
重
要
性
に
気
づ
き
、

考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
個
人
・
団
体

部
門
合
わ
せ
て
全
国
８
７
４
８
点

の
応
募
の
中
か
ら
13
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

中
囿
さ
ん
は
「
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
と
き
は
）
悪
口

な
ど
人
が
嫌
が
る
こ
と
は
書
か
な

い
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

様
の
中
に
は
県
内
外
か
ら
の
ツ
ア

ー
客
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
、
「
ホ
タ
ル
の
町
さ
つ
ま
町
」

を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、
記
念
す
べ
き
第
10

回
目
と
な
る
二
渡
ホ
タ
ル
舟
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、

和
気
副
町
長
も
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
、
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

鮎
の
重
量
当
て
ク
イ
ズ
や
さ
つ

ま
る
ち
ゃ
ん
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
な
ど
老
若
男
女
問
わ
ず
夢
中
に

な
り
、
会
場
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
、
夕
暮
れ
の
川
内
川
に

は
鮎
の
美
味
し
そ
う
な
に
お
い
と

笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
25
日
の
「
ホ
タ
ル

を
見
る
夕
べ
」
に
は
県
内
外
か
ら

約
３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
当

日
は
ホ
タ
ル
舟
乗
船
が
普
段
の
半

額
以
下
と
あ
っ
て
、
受
付
に
は
長

蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
二
渡
区

の
皆
さ
ん
が
カ
レ
ー
や
焼
き
鳥
な

ど
を
販
売
し
、
こ
ち
ら
も
大
好
評

で
し
た
。

　

日
が
暮
れ
て
ホ
タ
ル
の
光
が
見

え
始
め
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は

「
い
っ
ぱ
い
い
る
よ
！
」
と
歓
声

を
あ
げ
、
「
き
ら
き
ら
光
る
綺
麗

な
ホ
タ
ル
♪
」
と
き
ら
き
ら
星
の

替
え
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
年
目
の
ホ
タ
ル
舟
運
航
を

終
え
た
二
渡
が
ら
っ
ぱ
ボ
タ
ル

の
会
会
長
の
下
麦
清
正
さ
ん
は
、

「
事
故
な
く
、
ホ
タ
ル
が
た
く

さ
ん
出
て
、
お
客
さ
ん
が
喜
ん

で
く
れ
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。　

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
「
そ
の

日
し
か
乗
れ
な
い
人
」
が
い
る

た
め
雨
の
日
で
も
中
止
に
は
せ

ず
、
お
客
さ
ん
の
意
思
を
尊
重
。

た
っ
た
一
人
の
た
め
に
舟
を
出

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

10
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
喜

ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ん
と
、
好

き
な
メ
ン
バ
ー
が
い
た
か
ら
。

１
年
を
通
し
て
ホ
タ
ル
の
成
長

を
見
守
る
下
麦
さ
ん
の
願
い
は
、

ホ
タ
ル
が
災
害
前
の
よ
う
に
戻

る
こ
と
。
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
早
速
来
年
の
構

想
を
練
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ

う
で
す
。

　この販売代金につきましては、今後、物産館の室内灯や外灯、防犯灯のＬＥＤ化など地球温暖化対策に活用します。

　なお、「かごしまエコファンド制度」は事業者等が自ら削減できない二酸化炭素排出量分を、間伐等の森林整備に

よる削減活動に投資することによりその埋め合わせをする仕組みです。

　さつま町では、『霊峰「紫尾山」に抱かれたさつま町の森林づくりによるエコプロジェクト』として、町有林の

間伐を行い、325ｔ分の二酸化炭素吸収量の認証を受け、次の事業所にその一部を購入して頂きました。

かごしまエコファンド制度の取組状況

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

ゆるやかな曲線を描くエントランス部分

受賞した中囿亮さん

二渡がらっぱボタルの会

会長　下麦　清正さん

おしりピカピカ★お客様を歓迎みんなで記念撮影♪（あび～る館）

６月下旬から７月中旬まで、宮之城写友会による
ホタルの写真が宮之城ひまわり館で展示されています

巨大焼き鳥！とってもおいしそう♪

　

５
月
の
連
休
明
け
、
新
庁
舎
建

設
の
躯
体
工
事
は
、
１
階
の
壁
や

梁
、
柱
部
分
、
さ
ら
に
２
階
の
床

部
分
の
配
筋
へ
と
作
業
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
吹
き

抜
け
部
が
型
枠
で
形
成
さ
れ
て
お

り
、
ゆ
る
や
か
な
曲
線
部
が
目
を

引
き
ま
す
。

　

雨
で
予
定
よ
り
遅
れ
た
６
月
３

日
、
先
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る

役
場
東
側
（
Ａ
工
区
）
で
は
、
早

朝
か
ら
生
コ
ン
車
が
往
来
し
、
今

回
の
工
事
で
最
も
多
い
５
０
０
㎥

ほ
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
末
ま
で
の
出
来
高
は
９
．

72
％
（
計
画
比
△
０
．
28
）
で
す
。

受
賞
作
品

人
の
た
め

　
　

自
分
の
た
め
に
も

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
マ
ナ
ー

株式会社 フォレステック

【お問い合わせ先】耕地林業課　林務係　☎53－1111（内線2432）

※ 詳しくは、かごしまエコファンドのホームページ（http://kagoshima-ecofund.jp）か、
　 耕地林業課林務係までお問い合わせください。

今
年
も
大
盛
況
で
し
た
！

の
舞
う
町

ホ
タ
ル

ホ
タ
ル

ホ
タ
ル

原
動
力
は
　
　
　
　
　
の
笑
顔

ホ
タ
ル
の

　
　

  

写
真
展

祝
10
周
年

二
渡
ホ
タ
ル
舟

ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、

　

お
疲
れ
様
で
し
た
！

お
客
さ
ん

　

虎
居
地
区
の
中
野
昭
治
さ
ん
が
、
６
月
６

日
、
役
場
を
訪
れ
、
日
髙
町
長
に
受
章
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
、
航
空
自
衛
隊
に
36
年
間
勤

務
さ
れ
、
戦
闘
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の

整
備
を
行
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
著
し
く

危
険
性
の
高
い

業
務
に
精
励
し

社
会
に
貢
献
し

た
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

受
章
を
報
告
す
る
中
野
さ
ん
（
右
）

く
た
い



イベント名
日　　 時

場　　 所 

内　　 容

第４１回ＭＢＣ夏まつり

７月２４日（水）・２５日（木）
午後６時３０分～午後９時３０分

ＭＢＣグラウンド

（鹿児島市与次郎・鹿児島県庁隣）

ライブやダンスステージなど盛りだくさん。
県内のゆるキャラも参加します。

夏まつりに夏まつりに

行く行くＭＢＣＭＢＣ
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・７月中旬以降、お持ちの保険証の期限が切れ

る７月31日に間に合うように郵送します。

・新しい保険証は、国民健康保険、後期高齢者

医療それぞれの世帯全員分をまとめて世帯主

の住民登録住所地へ郵送します。

・８月１日以降にはさみを入れる

などして破棄してください。

・住所・氏名・生年月日・世帯員の加入者分が

揃っているかなどを確認してください。誤

記・誤配がありましたら、必ず健康増進課保

険係へお知らせください。

・さつま町国民健康保険、後期高齢者医療に加

入している方。　

・短期被保険者証、資格者証交付対象世帯の方

は、役場の窓口での更新となります。

　対象となる方へは、別途通知いたします。

６月子牛せり市結果　期日：６月10日(月)～11日(火） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 254 128,138,000 890,000 504,480 286

309

299

505,564

505,127

759,000

890,000

190,092,000

318,230,000

376

630

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対５月分）

27,528円高値

 19,366円安値

　 354円安値

■現在国民健康保険証をお持ちの方で、職場などの健康保険等に加入された方は、
　ご自身で国民健康保険の脱退手続きをしなければなりません。新しい保険証が
　発行されてしまいますので、お早めに脱退手続きをお願いします。

※新たに社会保険に加入された方は、
　　　　　　　　　　　お早めに脱退手続きを！

毎年７月に行っているさつま町国民健康保険及び後期高齢者医療の

保険証の更新方法が、公民会での更新から簡易書留郵便での発送に

変更になります。

健康増進課からの郵便物が届きましたら、確認をお願いいたします。

＜お問い合わせ先＞　健康増進課　保険係　☎53‐1111(内線2141)

国民健康保険は、みなさんの保険料で成り立っている制度です。

加入者全員で助け合っていきましょう。ご理解とご協力をお願いします。

■対象者は

■保険証が届いたら

■いつ届くの？

保険証の更新方法が
保険証の更新方法が

■古い保険証は

変わります

〈手続きに必要な物〉・国民健康保険証

　　　　　　　　　　・社会保険証（対象者全員分）

　　　　　　　　　　・印鑑

よかとこ再発見よかとこ再発見

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑧

　

寛
永
十
七
年
（
１
６
４
０
）
、
佐
志
穴
川
流
域
で

砂
金
が
採
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
宮
之
城
島
津
家
第

四
代
島
津
久
通
に
よ
り
、
上
流
域
の
探
索
が
行
わ
れ
、

金
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
薩
摩
藩
は
幕
府
に
採

掘
を
願
い
出
て
、
寛
永
十
九
年
（
１
６
４
２
）
に
採

掘
許
可
を
得
る
と
、
当
時
の
長
野
郷
（
現
在
の
永

野
）
、
横
川
郷
、
栗
野
郷
に
及
ぶ
地
域
約
12
㎞
の
範

囲
に
柵
を
巡
ら
せ
、
金
の
採
掘
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
幕
府
へ
「
長
野
（
永
野
）
金
山
」
と
し
て

届
け
出
た
こ
と
か
ら
、
公
的
に
は
「
長
野
（
永
野
）

金
山
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
鉱
脈
の
多
く
が
山
ヶ

野
側
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
薩
摩
藩
で
は
「
山
ヶ
野

金
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
操
業
は
順
調
で
し

た
が
、
産
金
量
の
多
さ
に
驚
い
た
幕
府
は
、
１
年
足

ら
ず
で
休
山
命
令
を
出
し
ま
し
た
。
明
暦
二
年
（
１

６
５
６
）
に
採
掘
再
開
が
許
可
さ
れ
る
と
、
万
治
二

年
（
１
６
５

９
）
に
は
江

戸
時
代
最
大

の
約
１
８
６

９
㎏
の
産
金

量
と
な
り
、

一
時
は
佐
渡

金
山
の
産
金

量
を
上
回
る

ほ
ど
で
し
た
。

し
か
し
、
坑

道
が
深
く
な

り
、
採
掘
が

困
難
に
な
る
と
、
産
金
量
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
期
に
か
け
て
は
、
島
津
斉

彬
な
ど
が
西
欧
の
採
掘
法
を
取
り
入
れ
、
近
代
化
推

進
の
た
め
の
財
政
的
基
盤
の
一
つ
と
し
て
採
掘
を
進

め
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
明
治
四
十
一
年
（
１

９
０
８
）
に
鉱
業
館
が
山
ヶ
野
か
ら
永
野
に
新
設
さ

れ
る
な
ど
、
経
営
の
主
体
は
永
野
へ
と
移
っ
て
い
き

ま
す
。　
　

　

ま
た
、
明
治
四
十
五
年
（
１
９
１
２
）
に
鉱
業
館

長
に
就
任
し
た
西
郷
菊
次
郎
は
、
金
山
経
営
以
外
に

も
、
夜
学
校
を
創
設
し
て
文
武
を
奨
励
し
、
永
野
の

青
少
年
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
三
年
（
１
９
５
８
）
に
金
山
は
閉
山
し

ま
す
が
、
鉱
業
館
跡
地
や
三
番
滝
精
錬
所
の
石
垣
な

ど
が
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
年
２
月

に
は
、
地
元
実
行
委
員
会
主
催
の
「
永
野
金
山
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が

金
山
の
歴
史
を
体
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
　
告

広
　
告

広
　
告

鳥居石材店
さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

墓　　石

納 骨 堂

石材彫刻

鳥　居　通

石
材
の
専
門
家

一日体験入学 7/13 7/13 

さつま町より無料送迎（要予約）いたします

〒895ｰ2511　鹿児島県伊佐市大口里 1830　TEL:0995-22-0609　FAX:0995-22-0642

大口明光学園中学校・高等学校
Ｅメール e_mail@okuchimeiko.ac.jp   
ホームページ http://www.okuchimeiko.ac.jp

対象： 小学５・ ６年、 中学３年の女子および保護者

内容： 小学生…英会話、 Enjoy Activity

( クッキー作り・ 理科実験・ デコ文具 )

　　　　 中学生…英会話、 PC を使ってオリジナルカード作り

※ スクールバスさつま線運行中
※ 新しい校舎・寮の見学もできます。

カトリック女子校

9:00～12:30

（土）

橋
脚
跡

鉱業館跡鉱業館跡

＆

薩摩郡医師会病院☎0996-53-0326

働きながら資格が取れます！

看護学校奨学金制度
あります！

看護学校奨学金制度
あります！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！

“笑顔”と“英語”にあふれる学園

ひ
さ
み
ち



健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　 

　
内
線
２
１
４
４
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福
祉
課
　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
３
３

鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談
所

　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

社
会
教
育
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
５
３
４

平
成
25
年
度

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
案
内

総
務
課
　
広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
２
１
４

若
者
の
自
立
を

　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

税
務
課
　
収
納
第
１
係

　
　
　 

内
線
２
１
１
３

今
月
の
納
税
な
ど

福
祉
課
　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　
　 

　
内
線
２
１
３
３

児
童
扶
養
手
当

福
祉
課
　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　
　 

　
内
線
２
１
３
３

特
別
児
童
扶
養
手
当

健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係

　
　
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
の
相
談
窓
口

福
祉
課
　
福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

福
祉
課
　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
３
３

ひ
と
り
親
家
庭

　
医
療
費
等
助
成
制
度

健
康
診
査
日
程
【
７
・
８
月
分
】

５
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    84件

　運んだ人      77人

◆内 訳

　急　病 　37件 33人

　交通事故  9件　8人

　その他　 38件 36人

◆発生件数　　1件

　内訳　

　　　　林野　1件

　火災が起こった時、真っ先に危険にさらされるのは子どもたちで

す。楽しいはずの花火や子どもの火遊びで「まさか」ということに

ならないためにも、日頃から子どもたちに火災の恐ろしさと火災予

防の大切さを教え、理解させておくことが大切です。

　夏休み前にもう一度、子どもたちと火の取扱い・火災の恐ろしさ

について話し合うようにしましょう。

●子どもだけ残しての外出は控える

●ライター等を子どもの手の届く

　ところに置かない

●火遊びを見かけたら注意する

●風の強いときは花火をしない

●必ず大人といっしょに遊ぶ

●水バケツを用意し、遊び終わったら

　水につける

花火は楽しく安全に！

花火・火遊びによる火災

火遊びはしない・させない！

防ごう!防ごう!

花火は広い場所で

大人のひとと

いっしょにね！
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知
い
た
し
ま
す
の
で
、
指
定
の

期
日
内
に
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

（
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養
手

当
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
）

・
福
祉
課　

子
ど
も
福
祉
係　

　
　
　
　

（
内
線
２
１
３
３
）

・
鶴
田
支
所　

保
健
福
祉
係　

　
　
　
　

（
内
線
４
１
１
４
）

・
薩
摩
支
所　

保
健
福
祉
係　

　
　
　
　

（
内
線
６
１
２
２
）

　

児
童
の
療
育
手
帳
に
係
る
判

定
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

診
断
書
作
成
の
た
め
の
診
察
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
と
お
願
い
で

す
。

　

療
育
手
帳
の
新
規
判
定
及
び

更
新
に
つ
い
て
は
、
予
約
が
な

け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
診
断
書
作
成
に
係
る
医
師
の

診
察
は
、
毎
月
第
１
週
か
ら
４

週
の
木
曜
日
の
み
と
な
っ
て
お

り
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
判
定
及
び
受
診
希
望
の

場
合
は
、
必
ず
事
前
に
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
９
（
２
６
４
）３
０
０
３

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
52
）１
１
２
３

■
加
入
で
き
る
団
体

　

ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
教
育
活
動

等
を
行
う
５
人
以
上
の
団
体

■
保
険
料　

　

年
額
１
人
当
た
り
８
０
０
円
〜

（
団
体
の
活
動
内
容
に
よ
り
掛

金
が
違
い
ま
す
）

■
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
・
固
定
資
産
税
第
２
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
１
期

・
介
護
保
険
料
第
１
期

　

【
納
期
限
７
月
31
日
】

　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
不
登
校
者
、

高
校
中
退
者
、
ニ
ー
ト
、
フ
リ

ー
タ
ー
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の

若
者
の
自
立
の
た
め
、
個
別
・

継
続
的
な
自
立
支
援
を
行
い
ま

す
。

・
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
…
。

・
働
き
た
い
け
ど
、
自
信
が
持

て
ず
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
…
。

な
ど
迷
っ
て
い
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
当
事
者

と
そ
の
家
族

■
相
談
日
時

　

第
１
・
第
３
木
曜
日

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
相
談
会
場

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
２
階

　

出
水
市
緑
町
37

‐５

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

　

鹿
児
島
市
谷
山
中
央
１
丁
目

　

４
１
２
１

‐５

　

よ
し
な
が
ビ
ル
３
階

　

☎
０
９
９
（
２
９
７
）４
９
４
９

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
11
生
）
健
診

　

７
月
17
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
11
生
）
育
児
相
談

　

７
月
19
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
22
．
５
生
）
健
診

　

７
月
24
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　

８
月
２
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
４
生
）
歯
科
健
診

　

８
月
１
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
３
生
）
健
診

　

８
月
７
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付　

　

７
月
22
日
（
月
）

　

８
月
５
日
（
月
）　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　

７
月
17
日
（
水
）

　

７
月
24
日
（
水
）　
　
　
　

　

８
月
１
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
4
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　

８
月
６
日
（
火
）

　

８
月
20
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

８
月
９
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

（
え
ほ
ん
の
森
）

　　

「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
ウ
イ
ル
ス

（
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル

ス
１
型
）
」
と
は
、
ヒ
ト
に
感

染
す
る
病
原
性
ウ
イ
ル
ス
の
一

種
で
、
血
液
中
の
白
血
球
の
１

つ
で
あ
る
Ｔ
リ
ン
パ
球
に
感
染

し
て
次
の
よ
う
な
病
気
を
発
症

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
Ａ
Ｔ
Ｌ
（
成
人
Ｔ
細
胞
性
白

血
病
）

●
Ｈ
Ａ
Ｍ
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
関

連
脊
髄
症
）

●
Ｈ
Ｕ
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
関
連

ぶ
ど
う
膜
炎
）
な
ど

　

主
な
感
染
ル
ー
ト
は
母
乳
に

よ
る
母
子
感
染
と
性
交
渉
で
、

鹿
児
島
県
を
含
む
九
州
地
方
に

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
感
染
者
が
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｔ
Ｌ

Ｖ-

１
キ
ャ
リ
ア
（
感
染
者
）

及
び
関
連
疾
患
患
者
の
方
々
の

相
談
を
次
の
窓
口
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
妊
婦
健
診
の
中
で
抗
体

検
査
が
公
費
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　

内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４

■
対
象
者

○
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

父
子
家
庭
・
母
子
家
庭
と
な

っ
た
方

○
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
と
も

に
し
て
い
な
い
児
童
の
父
ま

た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方

○
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
家
庭
の
児
童

（
18
歳
以
下
ま
た
は
20
歳
未

満
で
心
身
に
障
害
の
あ
る
児

童
）
を
養
育
し
て
い
る
方

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
方
な
ど
に
は
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

該
当
者
に
つ
い
て
は
、
８
月

が
現
況
届
の
時
期
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
す
で
に
受
給
さ
れ
て

い
る
該
当
者
に
は
、
封
書
で
通

知
い
た
し
ま
す
の
で
、
指
定
の

期
日
内
に
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
１
月
当
た
り
の
支
給
額
（
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

全
部
支
給
＝
４
１
，
４
３
０
円

一
部
支
給
＝
９
，
７
８
０
円
〜

　
　
　
　

４
１
，
４
２
０
円

　
■
対
象
者

○
精
神
又
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

す
る
父
も
し
く
は
母

○
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養

育
す
る
方
。

※
障
害
を
事
由
に
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
や

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

○
１
月
当
た
り
の
支
給
額
（
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

　

１
級
＝
５
０
，
４
０
０
円

　

２
級
＝
３
３
，
５
７
０
円

　

母
子
・
父
子
家
庭
の
親
が
18

歳
以
下
の
子
を
養
育
し
て
い
る

場
合
、
ま
た
は
父
母
の
い
な
い

18
歳
以
下
の
子
に
対
し
、
健
康

保
険
給
付
の
高
額
療
療
費
と
付

加
給
付
を
除
い
た
自
己
負
担
分

に
対
し
て
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
「
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
費
等
助
成
受
給

資
格
者
」
の
登
録
を
事
前
に
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

該
当
者
に
つ
い
て
は
、
８
月

が
現
況
届
の
時
期
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
す
で
に
受
給
さ
れ
て

い
る
該
当
者
に
は
、
封
書
で
通
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免
除
制
度
を

　
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
ん
な
給
付
も

　
　
　
　
あ
り
ま
す

年
金
を
受
け
て
い
る
方

が
亡
く
な
っ
た
と
き
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(５月分)

町
長
コ
ラ
ム

※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

日
髙
政
勝

ホ
タ
ル
舟

町長交際費執行状況
（町長等が、行政執行上や町の
利益のため、町を代表し外部と
の交際上必要な経費です。） 

　

さ
つ
ま
町
の
個
性
豊
か
な
代
表

的
観
光
資
源
と
も
言
え
る
ホ
タ
ル

舟
。
今
年
も
奥
薩
摩
、
二
渡
と
も

昨
年
を
上
回
る
乗
船
者
数
に
な
る

３
，
４
２
９
人
、
旅
館
宿
泊
者
数

も
同
じ
く
２
５
０
人
と
い
う
人
気

振
り
で
幕
を
閉
じ
て
い
ま
す
。
遠

く
は
福
島
、
東
京
、
愛
知
な
ど
か

ら
お
越
し
頂
い
て
い
ま
す
。

　

町
の
活
性
化
を
図
る
う
え
で
、

町
の
魅
力
、
特
色
を
発
信
し
て
さ

つ
ま
町
フ
ァ
ン
を
一
人
で
も
多
く

つ
く
る
。
そ
し
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー

と
し
て
、
願
わ
く
ば
定
住
に
結
び

付
く
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
と
考
え
ま
す
。

　

事
実
、
乗
船
者
の
声
と
し
て
、

ホ
タ
ル
の
群
れ
飛
ぶ
自
然
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
、
こ
れ
こ
そ

「
本
物
だ
」
と
感
動
し
、
又
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
心
温
ま

る
も
て
な
し
の
心
」
に
癒
さ
れ
、

「
こ
ん
な
町
に
住
ん
で
み
た
い
」

と
発
せ
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

短
い
期
間
で
す
が
、
訪
れ
て
頂

い
た
多
く
の
人
々
の
心
の
琴
線
に

触
れ
、
し
っ
か
り
と
様
々
な
感
動

を
与
え
、
元
気
付
け
る
す
ば
ら
し

い
資
源
と
し
て
、
関
係
者
の
頑
張

り
に
期
待
し
、
町
も
Ｐ
Ｒ
と
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

通行の支障になっています
　道路では、車両や歩行者の安全確保のために物件が入って

はならない「建築限界線」が法律で定められています。

　道路に隣接する個人所有の山林や宅地の樹木から伸びた枝

葉などが、「建築限界線」を越えると法律違反になり、道路

上に張り出した枝等が原因で、通行中の車両等が損傷する事

故が発生した場合には、樹木の所有者が賠償責任を問われる

場合があります。

●次のような場合は樹木の伐採・剪定が必要です。
１　道路、歩道へ樹木が張り出している　　　　

２　枯れ木、折れ枝などによる通行への障害がある

　　（又はその恐れがある）

３　竹木の繁茂による通行への障害がある

　　（又はその恐れがある）

適正管理をお願いします
　私有地から道路上に張り出している枝や葉は、

土地所有者に所有権があるため、緊急の場合以

外は町や県が勝手に切ることはできません。

　個人の管理・責任のもと、枝払い・伐採など

の処置を取られるようお願いします。

建築限界（イメージ）
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日
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）
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）

臨
時
議
会
（
専
決
処
分
報
告
・
人
事
案
件
な
ど
）　

▽
南
日
本
新
聞
さ
つ
ま
支
局
長
歓
迎
会

北
さ
つ
ま
農
協
さ
つ
ま
果
樹
部
会
総
会

職
員
朝
会　

▽
三
役
調
整
会
議　

▽
県
農
政
部
長
現
地
調
査
時
対
応

全
国
水
源
林
造
林
協
議
会
連
合
会
総
会
〜
九
州
地
区
水
源
林
造
林
協
議
会
（
〜
９
日
ま
で
）
（
東
京
都
）

辞
令
交
付
式
（
教
育
委
員
）　

▽
百
歳
訪
問
（
児
玉
と
み
氏
）　

▽
県
観
光
連
盟
収
支
決
算
等
監
査
（
鹿
児
島
市
）

第
９
回
区
公
民
館
対
抗
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

辞
令
交
付
式
（
議
選
監
査
委
員
）　

▽
日
特
㈱
社
長
来
町
懇
談　

▽
黒
毛
和
牛
た
け
の
こ
丼
お
披
露
目
会

日
特
㈱
虎
居
寮
竣
工
式　

▽
町
雇
用
創
造
推
進
協
議
会
総
会　

▽
県
消
防
協
会
薩
摩
支
部
定
期
総
会

企
業
等
訪
問
（
名
古
屋
・
和
歌
山
・
三
重
・
大
阪
）

片
桐
工
作
所
・
日
特
製
作
所
・
佐
藤
製
作
所
・
寿
精
密
・
県
大
阪
事
務
所
（
〜
16
日
ま
で
）

在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
民
生
委
員
等
研
修
会　

▽
地
区
防
犯
協
会
理
事
会

農
水
省
鳥
獣
被
害
対
策
室
長
現
地
調
査
時
面
談　

▽
町
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
交
付
式
（
２
人
）

町
安
全
運
転
管
理
協
議
会
長
要
望
受　

▽
北
薩
森
林
管
理
署
長
来
庁
面
談

防
災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
川
内
川
水
防
演
習
（
薩
摩
川
内
市
）

百
歳
訪
問
（
髙
下
マ
サ
ヲ
氏
）　

▽
小
中
高
管
理
職
員
歓
迎
会

柊
野
区
・
柊
野
小
ふ
る
さ
と
大
運
動
会　

▽
せ
ん
で
川
祭
り
in
さ
つ
ま
町

職
員
団
体
交
渉　

▽
南
日
本
政
経
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）　

▽
６
月
補
正
予
算
町
長
査
定

川
内
川
下
流
整
備
促
進
期
成
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）　

▽
町
も
の
づ
く
り
企
業
振
興
会
総
会

奥
薩
摩
の
ホ
タ
ル
舟
運
航
体
験
試
乗
会

川
薩
春
季
畜
産
共
進
会　

▽
県
議
会
企
画
建
設
委
員
会
行
政
視
察
対
応
（
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業
）

北
薩
農
業
共
済
組
合
総
代
会　

▽
土
地
開
発
公
社
理
事
会　

▽
九
州
森
林
管
理
局
長
来
庁
面
談

町
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
研
修
会　

▽
区
公
民
館
長
連
絡
協
議
会
講
話　

▽
町
商
工
会
総
代
会
・
交
流
会

課
長
会
〜
行
革
本
部
会
議　

▽
辞
令
交
付
式
・
交
流
会
（
太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会　

▽
川
内
川
改
修
記
念
碑
移
転
完
成
式
・
祝
賀
会

町
防
災
訓
練
（
災
害
対
策
本
部
招
集
訓
練
ほ
か
）

新
茶
贈
呈
式
（
町
茶
生
産
協
会
）　

▽
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）
〜
北
薩
地
域
振
興
局
と
管
内
市
町
と
の
意
見
交
換
会

平
川
区
各
種
団
体
長
会
議

さ
つ
ま
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
in
北
薩
広
域
公
園　

▽
地
区
防
犯
協
会
総
会

市
町
村
共
済
組
合
理
事
打
合
会
・
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

さ
つ
ま
倫
理
法
人
会
講
話　

▽
九
州
地
区
水
源
林
造
林
協
議
会
総
会

議
会
全
員
協
議
会　

▽
六
月
議
会
提
案
政
策
記
者
説
明

・５月７日　　　　5,000円

　県との農業振興意見交換会時

・５月13日　　　　3,000円

　「黒毛和牛たけのこ丼」

　　お披露目会時

・５月13日　　   33,840円

　立地企業役員との意見交換会時

・５月15日       18,000円

　県大阪事務所との意見交換会時

・５月18日　　　　4,000円

　小中高管理職員歓迎会時

・５月23日　　　　7,000円

　区公民館長連絡協議会定例会時

・５月23日　　   16,500円

　地元産品県外ＰＲ

・５月25日　　　　4,770円

　川内川改修記念碑移転完成

　式・祝賀会時

・５月27日　　　　8,000円

　北薩地域行政懇話会（局・

　３市２町）意見交換会時

・５月30日　　　　5,000円

　核廃絶・平和行政要請時

・５月30日　　　　9,506円

　九州地区水源林造林協会総会時

・５月31日　　　 25,000円

　鹿児島市さつま会等時地元産品ＰＲ

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

　
「
所
得
が
少
な
い
」
「
会
社
を

退
職
し
た
」
等
の
理
由
で
経
済

的
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
免
除
制
度
が
ご
利
用
で

き
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
の
承
認
は
本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
所
得
に

よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
分
（
平
成
24
年

７
月
～
平
成
25
年
６
月
）
の
免

除
申
請
受
付
は
７
月
末
ま
で
で

す
。

※
平
成
25
年
度
分
（
平
成
25
年

７
月
～
平
成
26
年
６
月
）
の
免

除
申
請
受
付
は
７
月
か
ら
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

川
内
年
金
事
務
所　

　

☎（
22
）５
２
７
９

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
死

亡
す
る
と
年
金
を
受
け
る
権
利

が
な
く
な
り
ま
す
が
、
年
金
は

死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
請
求
で

き
ま
す
。

　

請
求
で
き
る
方
は
、
死
亡
当

時
、
年
金
を
受
け
て
い
た
方
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配
偶

者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母

ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
す
。
請
求

さ
れ
る
方
が
い
な
い
場
合
で
も

年
金
受
給
者
の
死
亡
届
等
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
届
が
遅
れ
る
と
、

年
金
を
多
く
受
け
取
り
過
ぎ
て
、

後
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、

遺
族
年
金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡

一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

①
寡
婦
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期

間
を
含
む
）
が
25
年
（
３
０
０

月
）
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ

た
時
に
、
10
年
以
上
継
続
し
て

婚
姻
関
係
に
あ
り
、
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
妻
（
内
縁
関
係

も
含
む
）
に
対
し
て
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
寡
婦

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被

保
険
者
期
間
だ
け
で
計
算
し
た

老
齢
基
礎
年
金
額
の
４
分
の
３

で
す
。

②
死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
月
数
が
36
月
以

上
あ
る
方
が
、
老
齢
基
礎
年

金
・
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
な

い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
時
、
そ
の

方
に
よ
っ
て
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
遺
族
（
①
配
偶
者
、
②

子
、
③
父
母
、
④
孫
、
⑤
祖
父

母
、
⑥
兄
弟
姉
妹
の
中
で
優
先

順
位
の
高
い
方
）
に
死
亡
一
時

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

川
内
年
金
事
務
所　

　

☎（
23
）２
０
１
３

毎
月
第
３
土
曜
日
は

　
　
　
　
　
「
青
少
年
育
成
の
日
」

毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

さつまの日

町
民
課
　
町
民
係
　
内
線
２
１
２
５

【開催日時】平成25年8月25日（日）ドラゴンボートレース大会　

　　　　　　小雨決行　荒天の場合中止　

　　　　　　受付8:30～　開会式9:30～　競技開始10:00～

【開催場所】川内川神子橋付近の特設会場

【申 込 書】町ホームページからダウンロードできます。

【参 加 料】１チームあたり10,000円（ただし、小学生の部は無料）

【申 込 先】さつま町商工会鶴田支所　☎0996-59-2113

【申込締切】平成25年7月31日（水）まで　※先着90チーム

【そ の 他】前日祭として8月24日（土）に

　　　　　　神子区ドラゴンボートレース

　　　　　　大会が行われます。

お問い合わせ先：さつま町役場　鶴田支所　総務係

　　　　　　　　☎53‐1111(内線4212)

第16回水辺の楽校

さつま龍舟祭さつま龍舟祭

ひと夏の思い出づくりに参加してみてはいかがでしょうか！

出場チーム出場チーム

募集!!募集!!

町長の動静 （平成25年５月）

ご自分の所有地の

樹木の枝などが道路にはみ出ていませんか？
ご自分の所有地の

樹木の枝などが道路にはみ出ていませんか？

お問い合わせ先

【町道関係】さつま町役場　建設課　土木管理係　☎53-1111（内線2255）

【国・県道関係】北薩地域振興局　☎0996（25）5548

 担当：建設部建設総務課管理係　または　建設部土木建築課道路維持係

建築限界の範囲

私有地 歩道 車道 私有地

２．５ｍ

４．５ｍ



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２４年７月１日生

ちゃん恒吉愛梨

両親から一言

父　隆　志 さん

母　智　美 さん

姉妹仲良く みんなから

愛される子に育ってね!

つねよし あ い り

市場公民会

が

ん

ば

れ

！

ス
ポ
ー

ッ

少
年

団

22

22広報さつま23 広報さつま

５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
出
分
（
８
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
出
分
（
24
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

千
尋
滝
は
、
標
高
１
０
６
７
ｍ

紫
尾
山
の
中
腹
に
あ
り
ま
す
。
紫

尾
山
登
山
口
（
旧
ふ
れ
あ
い
の
森

駐
車
場
）
か
ら
山
頂
に
向
か
っ
て

15
分
ほ
ど
歩
く
と
目
の
前
に
落
差

約
30
ｍ
の
勇
壮
な
滝
が
姿
を
見
せ

ま
す
。 

　

周
辺
は
、
広
葉
樹
林
の
深
い
緑

に
囲
ま
れ
幾
種
類
も
の
野
鳥
の
鳴

き
声
が
癒
し
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
ほ
か
、
滝
か
ら
の
水
し
ぶ
き
が

清
涼
感
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

　

紫
尾
山
は
昔
か
ら
霊
峰
と
し
て

崇
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
あ
る

千
尋
滝
は
ま
さ
し
く
「
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

場
所
で
す
。
是
非
一
度
、
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ル
ー
ト
…
国
道
３
２
８
号
を
出
水

方
面
へ
進
む
と
「
紫
尾　

登
山
道

入
口　

登
尾
」
の
看
板
が
見
え
て

き
ま
す
。
看
板
を
過
ぎ
て
左
折
し

登
尾
集
落
の
バ
ス
停
を
過
ぎ
て
林

道
を
進
む
と
登
山
道
入
口
で
す
。 

商
工
観
光
課　

観
光
係 

本
村　
　

毅

観
光
に
関
す
る
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
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盈
進
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和
44

年
設
立
で
、
創
立
44
年
で
す
。

　

現
在
、
１
年
生
１
人
、
２
年
生
２
人
、
３

年
生
３
人
、４
年
生
６
人
、５
年
生
２
人
、６

年
生
２
人
の
計
16
人
と
指
導
者
の
村
山
茂
樹

さ
ん
、
有
川
武
志
さ
ん
、
大
野
修
太
郎
さ
ん
、

堀
晴
貴
さ
ん
の
４
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

監
督
の
村
山
さ
ん
（
55
）
は
、
平
成
９
年

か
ら
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
導
の
モ
ッ
ト

ー
は
、
正
し
く
竹
刀
が
振
れ
る
よ
う
「
基
本

を
大
切
に
」
で
す
が
、
そ
の
前
に
靴
を
そ
ろ

え
る
、
大
き
な
声
で
返
事
や
挨
拶
を
す
る
な

ど
の
礼
儀
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　　

盈
進
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
面
タ
オ
ル

に
は
「
克
己
心
」
（
自
分
に
勝
つ
心
）
と
書

い
て
あ
る
そ
う
で
す
。
「
人
は
誰
で
も
苦
し

さ
に
負
け
が
ち
で
す
が
、
苦
し
み
を
乗
り
越

え
て
勝
つ
こ
と
が
出
来
た
時
の
喜
び
を
教
え

た
い
」
と
村
山
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
す
。

　

少
年
団
指
導
の
魅
力
に
つ
い
て
伺
う
と
、

「
い
い
試
合
を
し
て
、
勝
っ
た
時
の
児
童
の

笑
顔
と
誇
ら
し
げ
な
姿
を
見
る
の
が
好
き
で

す
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
で
、
盈
進
小
学
校
６
年
の

東
ま
り
あ
さ
ん
は
、
５
年
生
か
ら
入
団
し
て

い
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
は
、
「
夏
の
キ
ャ
ン

プ
」
で
す
が
、
一
番
は
「
試
合
で
勝
つ
こ

と
」
だ
と
話
し
ま
す
。
初
め
て
勝
っ
た
時
は

う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
泣
い
て
し
ま
っ
た
と
い

う
ま
り
あ
さ
ん
。
暑
い
夏
に
防
具
を
つ
け
、

寒
い
冬
に
は
だ
し
で
練
習
す
る
こ
と
は
つ
ら

い
で
す
が
、
そ
の
分
勝
っ
た
時
の
喜
び
は
格

別
の
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
「
部
員

が
16
名
に
増
え
、
み
ん
な
力
を
つ
け
て
き
て

い
る
の
で
、
一
戦
一
戦
を
大
事
に
戦
い
、
団

体
戦
、
個
人
戦
共
に
優
勝
を
目
指
し
て
み
ん

な
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

礼
儀
正
し
く
、

　
　
基
本
を
大
切
に

優
勝
を
目
指
し
て

盈進剣道スポーツ少年団

己
に
克
つ
心

基本練習の積み重ねで、剣のさえがでてきます
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平松　彩佳
ひ ら ま つ あ や か

さん
盈進小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,119人（- 43人） 

　男　　10,693人（- 29人）

　女　　12,426人（- 14人）

    世帯数　9,791世帯

 転入    36人　転出   54人

 出生　  10人　死亡   35人

 （平成25年６月１日現在）

     （　）は前月対比

フルートの音色で幸せを届けたい
　私の夢はフルーティストになることです。小学校１年生のころ
から音楽が大好きで、４年生から吹奏楽部に入り、フルートを始
めました。
　ある日、小さな病院でフルーティストのコンサートがあり、と
ても感動しました。目を閉じて聴いている人や、笑顔で楽しんで
いる人がいました。私もいろいろな人をフルートの音で笑顔にし
たいと思いました。人を笑顔にすることが好きだからこそやりと
げてみせたいと思います。
　幸せを届けられるフルーティストになりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

７　月

８　月

７　月

８　月

７日

14日

15日

21日

28日

４日

11日

てらだ内科クリニック

薩摩郡医師会病院

小緑内科

溝口整形外科

益嵜医院

さくらクリニック

薩摩郡医師会病院

２１－３２３２

５３－０３２６

５２－１６７６

５２－４６６８

５７－００１０

５３－１４５１

５３－０３２６

７日

14日

15日

21日

28日

４日

11日

さし薬局

青空薬局

とどろ薬局

ヘルシー薬局

ぎんざ薬局求名店

きりん薬局

青空薬局

２１－３６１０

５２－０１０１

５２－２５２５

２１－３７３９

３１－６５００

５２－２０３３

５２－０１０１

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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